
配点

10点

5点

10点

5点

独創性 10点

10点

10点

10点

5点

5点

80点

5点

5点

5点

3点

1点

5点

20点

100点

【業務実績（就職率・充足率）】 【※１・※２・※３の配点について】
公共職業訓練で
実績がある場合

公共職業訓練以外で
実績がある場合

９０％以上 5点 10点 5点

８０％以上９０％未満 4点 優れている 10点 5点

７０％以上８０％未満 やや優れている 8点 4点

６０％以上７０％未満 標準 6点 3点

５０％以上７０％未満 3点 2点 やや劣っている 4点 2点

３５％以上５０％未満 2点 劣っている 2点 1点

３５％未満 1点

・公共職業訓練は、委託訓練及び求職者支援訓練を指す。

・公共職業訓練以外については、民間の教育訓練等も含むが、就職実績がないもの、就職を目的としていないもの等は除外する。

・公共職業訓練以外については、民間の教育訓練等も含むが、充足実績がないもの等は除外する。

・就職率及び充足率の実績については、提案内容に関連したコースの実績全てとすること（令和2年度5月末現在）

e-ラーニングによる研修環境整備事業業務委託評価基準

項目 評価内容

提案内容※１

的確性

府内求職者及び企業のニーズを把握し、訓練内容、分野に的確に反映されているか。

職業訓練サービスガイドラインを含めて、公共職業訓練への理解があるか。

実現性

提案する訓練目標や仕上がり像等に対して実現性のある訓練内容が提案されているか。

短編教材について、職業訓練や訓練修了後の就職先の職種に求職者が興味を持つ内容となっているか。

提案事業者のノウハウや知識・経験を活かした創意工夫が見られるか。

小計

e-ラーニング訓練実績がある場合の就職実績（別表で定める区分に応じて配点）
※提案内容に関連したコースに係る実績（直近２年間の実績とする）

府内企業

重点項目※２

通所制訓練と在宅訓練との違い、在宅訓練の長所・短所を十分に検討し、訓練内容に反映しているか。

就職に結びつけることを意識し、通所型の訓練と同等の訓練効果が見込まれるよう、訓練内容を工夫している
か。

実施体制※３

提案内容を実施できる人員、体制を有しているか。特に、専門家や第３者等による検証の視点など、より客観的
に開発教材の効果が検証できる体制・仕組みとしているか。

各行程ごとに妥当な時間配分がなされ、教材の開発完了に至るまでの過程が明確に説明されているか。

作成した動画（単元毎）に即した演習（課題）について、受講者の視点に立ち、理解や習熟度が高められる内容
のものとなっているか。

5点

上記以外

府内に支店、営業所等がある

府内に本店がある

配点

小計

合計

配点基準

1点

4点

業務実績

e-ラーニング訓練実績がある場合の受講実績（別表で定める区分に応じて配点）
※提案内容に関連したコースに係る実績（直近２年間の実績とする）

京都府内に本店、支店または営業所を有するか。

5点

3点

区分

提案時点で確定
している就職率
及び充足率の過
去２年間の平均

値

価格点 満点（5点）×（提案価格のうち最低価格／自社の提案価格）


